
ＰＩＣ１６Ｆ８８ＣＰＵでカウンタ値を停電時保持リレーに退避させる。 

 

以下のサンプルは、確認用のラダーです。退避しているかどうかを確認することができます。 

 

① Ｘ０のＯＮになった回数を数えます。 

② カウント値はＤ０に格納します。 

③ カウント値を１増やすタイミングで保持リレーに状態を出力します。 

④ Ｘ１のＯＮでＤ０および保持リレーをクリアします。 

⑤ 電源ＯＮ後１スキャンを用いてＬ０～Ｌ１５に退避してあったカウント値をＤ０に転

送します。 

⑥ Ｌ０～Ｌ３までの状態をＹ１４～Ｙ１７に出力しています。 
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